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　2026年3月『いま伝えたい平和への想い Ⅵ』を発
刊しました。戦争の悲惨さを次の世代に伝えるた
め、戦後70年にあたる2015年から県内で聞き取
りを重ね、戦争体験者の声をまとめた冊子が6冊目
になりました。従軍看護婦としての活動や、満州
での暮らし、終戦後に国境を越えて帰還された経
験など、懸命に生き抜いてこられた20名の方々の
お話をまとめました。これらの聞き取りを通して、
平和の大切さをあらためて考えるきっかけになり
ました。
　戦争体験者の高齢化が進み、直接お話を伺える
機会が年々少なくなっています。今でなければ聞
くことのできない体験を記録し、次の世代に引き
継ぐため、多くの方から体験談をお寄せいただけ
るよう募集しています。戦争の歴史が遠い過去の
ものとなりつつある今、失われゆく記憶を残すこ
とを目的とした取り組みです。

第１号議案　2025年度活動報告及び決算、
　　　　　　剰余金処分案承認の件
第２号議案　2026年度活動計画及び予算承認の件

第３号議案　役員改選の件

第４号議案　役員報酬決定の件

第３号議案の役員改選は定数内のため、全員無投票

当選となりました。              

第52回通常総会内容

【出席状況】 出席代議員42名

本人出席7名、書面出席35名、委任出席0名、欠席2名

2026年度（第46期）役員名簿

役 職 名 氏 名 所 属

＊印は新任

『いま伝えたい平和への想い Ⅵ』
〜体験者からのメッセージ〜

　大阪府生協連、高知県生協連との共同企画とし
て、輪島市町野町の旧東小学校体育館で炊き出し

（たこ焼きづくり）を実施しました。当日は地域住
民の皆さんや子どもたちと一緒にたこ焼きを焼き
ながら交流を深めることができ、大変喜んでいた
だきました。
　一方、輪島市の被災地では、倒壊家屋の解体が
進み平地がひろがるなど復旧作業が続いています。
通行止めとなっていた道路も徐々に開通し、イン
フラ整備が少しずつ前進していますが、地域の暮
らしが元に戻るにはまだ時間を要する状況です。
　滋賀県生協連として、これからも被災地に寄り
添いながら、息の長い活動をすすめていきます。

5月24日（日）
能登半島震災支援
　　　ボランティア報告

第52回通常総会を開催第52回通常総会を開催    全議案を可決

『いま伝えたい平和への想い Ⅰ～Ⅵ』

会　　長 白石　一夫 生活協同組合コープしが 理事長

副 会 長 池添　達也 滋賀県勤労者共済生協 専務理事

専務理事 森井　徹 滋賀県生協連 専務理事

常務理事 佐藤　由紀 滋賀医科大学生協 理事

常務理事 横井　浩二 滋賀県勤労者住宅生協 常務理事

理　　事 河瀬　文 生活協同組合コープしが 副理事長

理　　事 森　奈緒子 生活協同組合コープしが 常任理事

理　　事 寺田　真 生活協同組合コープしが 常務理事

理　　事 関野　博之生 滋賀大学生協 専務理事

理　　事※ 村上　泰三 滋賀県立大学生協 専務理事

理　　事 陌間　秀幸 滋賀県職員生協 専務理事

理　　事 日永　勇介 グリーンコープしがまる生協 理事

理　　事 福塚　友見 しが健康医療生協 専務理事

理　　事 山下　崇輝 生活クラブ生協 専務理事

監　　事 笠川　英明 生活協同組合コープしが 常勤監事

監　　事※ 西田　貴司 滋賀県職員生協 理事

新任役員　左から村上泰三さん（滋
賀県立大学生協 専務理事）、西田貴
司さん（滋賀県職員生協理事）

退任役員　県連副会長 森井和則さん
（滋賀県立大学生協 専務理事）
他に、監事 金岡英明さん（しが健康
医療生協常務理事）が退任（当日欠席）

（上）左から、司会：河瀬県連理事、議長：コープしが・森田
代議員、来賓挨拶：日本生協連関西地連・村上事務局長、

（下）左から、議案提案：森井県連専務理事、会場発言：滋賀
医科大学・惣司代議員

　6月27日（土）、第52回滋賀県生協連通常総会を開催しました。
当日は台風7号・8号の接近が予想されていたため、多くの代議
員の皆さまには事前に書面議決での参加をお願いし、少数の代議
員のみの開催とする安全に配慮した運営としました。
　審議されたすべての議案は、いずれも賛成多数で可決され、無
事に総会を終了することができました。ご協力いただいた代議員
のみなさま、ならびに関係者の皆さまに心より感謝申し上げます。

滋賀県連の

報告
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　2025年度は「食べること」「くらすこと」「地域とつな

がること」を大切にしながら、多くの組合員参加型活動

に取り組んできました。「親子でモッツァレラチーズ作

り」学習会では、びん牛乳からチーズを作る体験を通じ

て、牛にも人にもやさしい共生・循環型酪農について楽

しく学びました。また、クリスマスケーキ試食会や講

演会では、生産者やメーカーの想い、民衆交易や環境

を守る取り組みに触れ、グリーンコープの魅力を実感

いただく機会となりました。さらに、地域イベント「野

洲コミセンまつり」では、びん牛乳の試飲や活動紹介を

行い、多くの地域の皆さんにグリーンコープを知って

いただくことができました。

　2026年度は、グリーンコープしがまる生協として初

めての「生協まつり」を開催します。生産者・メーカー20

社とともに、「みどりの地球をみどりのままで」を合言

葉に、食と環境、地域をつなぐ楽しい交流の場をつく

ります。今後も、循環型農畜産業やカーボンニュート

ラルの取り組みを広げながら、持続可能な未来づくり

を進めてまいります。

循環型社会の実現をめざして
～2025年度の歩みと2026年度の挑戦～

グリーンコープしがまる生活協同組合

　人気イベント「ぱくぱく商品知ってね！交流フェス」

が、「生産者がやってくる！ぱくぱく試食会」としてリ

ニューアルします。生産者・メーカーの皆さんをお招き

し、商品の特徴や込めた想いを「見て・聞いて・食べて」

体感できるイベントです。県内９か所の宅配センターと

４か所のコープ店舗を会場に、６月から全14会場で順次

開催する予定です。誰でも気軽に参加できます。また、

1,000名以上の組合員と50以上の生産者・メーカーが一

堂に集う、コープしが最大の食のイベント「商品大交流

会」を今年も開催します。毎年大好評のこちらもどうぞ

お楽しみに！

　各イベントの詳細・参加申し込みは、月刊広報誌「ス

パイラル」およびコープしが公式ホームページをご覧く

ださい！！

生産者の"顔が見える"食のイベント、
今年も開催！

　組合員も、地域のみなさまも生活クラブのセンター

を交流の場に、楽しい場所にしてもらうことを目的に

活動し続けます。

・生活クラブマルシェの開催…食べものや雑貨類など

のブースが並び、センター開設の3年前から定期的

に開催し、回を追うごとに来場者、出店者が増えて

います。センターの駐車場で子どもたちが走り回っ

て、楽しい声が響いています。

・毎週火曜日の留め置き班と100円ランチ…子どもた

ちの居場所として、夏休みにはプールを出して水遊

び。夏以外の季節は、センターの駐車場いっぱいに

チョークで絵を描いています。子どもが遊んでいる

横で、大人は100円ランチでほっこりしています。

託児室も大活躍です。大人もほっこり、子どもも楽

しい。老若男女が集う場所になっており、もっとお

おぜいの人たちが集う場所にしていきます。

・センターに来てもらうだけではなく、さまざまな地

域で開催されているマルシェにも積極的に出店し続

けます。

　今年度も、さらに地域に開き、地域とつながる活動

に力を入れていきます。食べもの・エネルギー・たす 

　

けあい・福祉・環境が、自給、循環する地域づくり、

社会づくりに取り組み続けます。

地域に開く、地域とつながる

生活クラブ生活協同組合

生活協同組合コープしが

　2026年 度 は「こ く み ん 共 済ｃｏｏｐ中 期 経 営 政 策

2026-29（Action & Challenge）」の 初 年 度 を 迎 え ま す。

「たすけあいの仕組みを未来につなぐため、持続できる

運営・収支基盤を構築する」ことを掲げ、組合員の皆さ

まの生活を守り、長期的に保障を継続していくための

事業基盤の維持・強化を最重要課題として活動を進め

てまいります。

　また、2026年2月には事務所を大津から草津駅前へ

移転しました。より利便性の高い新たな拠点として、

組合員の皆さまとの接点強化に努めております。公式

アプリやマイページの普及促進とあわせ、対面・デジ

タルの双方からコミュニケーションをさらに充実させ

てまいります。

　さらに、防災・減災への取り組みをはじめ、「7才の

交通安全プロジェクト」や「こどもの成長応援プロジェ

クト」を通じて地域社会への貢献と、社会課題の解決に

引き続き取り組んでまいります。

拠点移転とともに進める、
つながり強化の取り組み

滋賀県勤労者共済生活協同組合

商
品
大
交
流
会

野洲コミセンまつり

3品の“びん牛乳”試飲感想ボード

いずれも
高評価！！

地域の
マルシェへも
出店しています
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　滋賀県立大学生協では、滋賀県産米を使った日本酒

「湖風」を毎年販売しています。「湖風」は、2011年より

学生団体・滋賀県立大学日本酒プロジェクトが地元の

喜多酒造と生協と協力し、お米栽培からお酒の製造、

販売まで学生自らが携わって生み出した日本酒です。

　若者の日本酒離れを食い止めるとともに、地産地消

と地域共生を体現する取り組みとして、生協はショッ

プでの販売や試飲会の実施などを通じて支援してきま

した。学生団体や学生の課外活動の後押しができるこ

とを嬉しく思います。

　また、生協食堂は毎日1100名を超える学生が利用し

ており、滋賀県内で作られたお米を日常的に提供して

います。大学で作られたお米の期間限定の提供、近江

牛フェアなど、地域食材を活かした企画にも積極的に

取り組んでいます。

　今後もショップやカフェテリアを通じて、食育、健康、

安心、安全を意識した地産地消の推進に努め、学生と

地域が共に育つ地域共生を盛り上げていきます。

地産地消の取り組み

滋賀県立大学生活協同組合

　滋賀県住宅生協は、「助け合い・支え合う」共助拡大

の取り組みを地域に広げ、誰もが経済的困窮や社会的

孤立に陥ることなく、豊かで安心して暮らすことので

きる地域社会の実現を目指して、自主福祉運動を進め

る組織の中で住宅関連の役割を担いながら事業を運営

しています。

　今年度も分譲地販売を基幹事業として位置づけ、働

く人々のニーズに即した安心・安全なまちづくりに注

力してまいります。あわせて、リフォームや空き家問

題など住まいに関する相談への丁寧な対応、児童福祉

施設やフードバンクへの継続支援、建築を学ぶ学生団

体への地域貢献活動支援や地元企業とのマッチングに

も取り組みます。さらに、近年頻発・激甚化する災害

を踏まえ、防災・減災の取り組みをはじめ、災害救援・

支援活動を実践できるよう、関係諸団体との連携を図

りながら進めてまいります。

　

住宅事業を基盤に
自主福祉運動の推進

滋賀県勤労者住宅生活協同組合

　しが健康医療生協は、栗東市と湖南市において医療・

福祉・介護事業を展開しています。診療所での診療や

在宅医療をはじめ、訪問看護・介護、デイサービス、

病児保育室などを運営し、医療・介護・福祉の連携を

進めています。2026年度は「誰もが健康で居心地よく暮

らせるまちづくりへの挑戦」を掲げ、活動を進めてまい

ります。

　活動の核となるのは、地域の身近な「居場所」である

班会やサークルです。健康チェックや世代を超えた交

流を通じて、支え合える関係づくりを育んでいます。

親子で取り組む健康チャレンジや、市の助成を受けて

運営する地域サロン「来てやカフェ」「にじの家サロン」

にも継続して取り組みます。

　最大のトピックスは、こびらい生協診療所のリニュー

アル計画です。厳しい情勢下ではありますが、地域の

安心の拠点を次世代へ引き継ぐための大きな一歩と位

置づけています。誰一人取り残されない地域社会の実

現に向けて、これからも皆さんとともに取り組みを進

めてまいります。

誰もが健康で居心地よく暮らせる
まちづくりへの挑戦

しが健康医療生活協同組合

県事業との連携
「地産地消の取り組み」

滋賀県職員生活協同組合

　県職員生協は、県庁職員を対象とした職域生協とし

て、本部および県内８支部において、売店、食堂、名

刺印刷・宅急便等の取次および保険事業など、職場生

活に密着した多様なサービスを展開しています。

　私たちは「地産地消」「県産品の利用拡大」など県との

連携事業を積極的に進め、組合員だけでなく県からも

必要とされる生協をめざしています。その一環として、

県庁売店では、毎週木曜日、県立農業大学校の学生さ

んが実習でその日の朝に収穫された採れたて野菜を販

売しています。果物の季節には、県内の果樹農園や県

農業振興センターからメロンやぶどうを仕入れている

ほか、県立高校で飼育・採取された鶏卵も取り扱って

います。いずれもすぐに完売するほどご好評をいただ

いています。さらに、県内天然繊維三産地の地場産品

や「びわ湖パール」など、県産品の展示販売会も開催し

ています。

　今後とも「くらしと健康を守り、生きがいを育む」こ

とを理念に、地元の魅力ある産品をお届けしながら、

県職員の福利厚生の一翼を担ってまいります。

企業説明会の開催

学生団体への支援

子ども食堂
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います。いずれもすぐに完売するほどご好評をいただ
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とを理念に、地元の魅力ある産品をお届けしながら、

県職員の福利厚生の一翼を担ってまいります。

企業説明会の開催

学生団体への支援

子ども食堂

2
0
2
6
年
1
月

近
江
牛
W
E
E
K
の
ポ
ス
タ
ー

保健講座　救急救命を学ぼう

日
本
酒﹁
湖
風
﹂



特集　2026年度活動方針と重点課題

6 7

滋賀県連の

報告

　2026年3月25日～27日、滋賀県生協連から2名（う
ち1名 大学生協 学生委員）が「沖縄戦跡・基地めぐり」
に参加しました。
　1日目は、玉木利枝子さん（92歳）から戦争体験を伺
いました。宜野湾での避難生活、砲弾が飛び交う中で
家族と逃げ続けた日々、雨の中で壕（ガマ）に入れず震
えながら夜を明かしたこと。そして兄や家族を失った
悲しみなど。戦争がもたらす惨禍と記憶を語り継ぐこ
との大切さを強く伝えられました。
　2～3日目は、辺野古・瀬嵩の浜、嘉数高台公園、
糸数壕（アブチラガマ）、平和祈念公園、韓国人慰霊塔・

平和の礎、平和祈念資料館、魂魄の塔などの戦跡を巡
りました。また、普天間基地や移転先の辺野古の現状
も学びました。糸数壕では暗闇の中で、当時の過酷な
状況を肌で感じ、普天間・辺野古では本土においては
十分に共有されていない沖縄の現実に触れました。
　今回の参加を通じて、戦争が人間性を奪い、多くの
命と日常を破壊する残酷な行為であることを改めて痛
感しました。戦後80年を迎える今、戦争体験者の声
に耳を傾け、記憶と教訓を次世代へつなぐことの重要
性を再認識する機会となりました。

　消費者ネットしがと滋賀県とともに、消費者月間セ
ミナーを開催しました。スマートフォンに関する意識
調査をもとに、世代ごとの利用実態やメリット・デメ
リット、そして子どもに向き合う大人の視点について
学びました。
　シニア世代では、SNSが「接続できる」から「利用す
る」へと変化し、人とのつながりが広がっています。
一方で、ネット詐欺や悪質な勧誘のターゲットになり
やすいという課題もあり、情報の正確さを見極めるこ
とが重要だと示されました。また、子ども世代はスマー
トフォン所有の低年齢化が進み、SNSが日常生活の中
で「つながり」や「発信」の手段として定着し、AIの利用

も急速に広がってきています。親や大人に求められる
関わり方として、「問いかける」、「共感する」、「受け
入れる」という姿勢が大切であることを学びました。
　SNSは、家族や友人とのコミュニケーション、情報
収集など多様な目的で使われるようになり、複数の
SNSを使い分ける時代になっています。その一方で、
偽情報・誤情報のリスクは全世代に共通する課題です。
AIの普及が急速に進み、知る（データで現状を把握す
る）、活かす（便利さを安心して使う）、守る（リスクを
理解し備える・情報に踊らされない）の三つの視点を
持って、情報に向き合うことの重要性が示されました。

ピースアクション in オキナワ
『第43回 沖縄戦跡 ・ 基地めぐり』に参加しました

５月３０日（土）
２０２６年度 消費者月間セミナ−
「AI時代に考える

スマホの活用について」

　昨年度の滋賀医科大学生協は、食堂ホールの改修が完

了し、通年で通常営業を進められたことが追い風となり、

購買事業も伸長し、全体として予算を上回る黒字決算で

終えることができました。1年を通じてあらためて感じ

るのは、小さな生協でありながらも、組合員一人ひとり

の毎日の継続的なご利用が大きな力となっているという

ことです。

　2026年度は、こうした日々の積み重ねから、着実な

経営を進めていくことを方針としています。昨年から開

始した購買の夜間無人営業については、より利用しやす

くなるよう、試験時期の週末などへの拡大を検討してい

ます。食堂については、運営を業務委託している事業連

合や立命館生協の支援を得ながら、組合員の皆さんの満

足度向上に向け、提供メニューの選択や衛生レベルのさ

らなる向上を目指します。

　医療従事者を目指す学生の皆さん、そして医療に関わ

る研究・教育に携わる教職員組合員のキャンパスライフ

を、今年度も引き続きしっかりと支えてまいります。

　

滋賀医科大学生活協同組合

　滋賀大学生協は、2024年度に大津キャンパスと彦根

キャンパスとが統合しました。統合によって、学生の

日常が大きく変ったわけではありませんが、コロナ禍

以降、学生の生活習慣は大きく変化し、生協を単なる「食

堂」「購買」とだけ認識する層が増えているように感じ

ています。

　学生から「これも生協なの？」の声を耳にすることが

あり、組合員活動への参加機会を広げていく重要性を

改めて実感しています。学生団体の活動支援をはじめ、

「生協なら相談できる」「生協で何かしたい」と思っても

らえるよう、組合員の声に寄り添った運営を進めてま

いります。

　2026年度は、

①生協の認知向上、及び生協へ興味関心を持っても

らえるように努めます。

②健康的で安全・安心な大学生活を支えます。

③組合員の学びやキャリアなど、将来に向かう成長

を支えます。

④組合員に生協を利用してもらい、組合員への還元

をする、利用と還元が循環できる経営構造の構築

　

を目指します。

　また、学内プロジェクトから誕生した滋賀大学オリ

ジナル日本酒「琶ぐくみ」は、学生が田植えから稲刈り

まで携わり、地域農家と北島酒造株式会社（湖南市）の

協力で完成した一本です。ぜひ生協店舗にてお買い求

めください。　　　　　　　　　　　　　　　　　

毎日のご利用から一歩ずつ

組合員さんの生活を支えるために

彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
の
七
夕
祭
り

滋賀大学生活協同組合

魂魄の塔には、糸満市住民や日本兵、
米兵ら3万5千人余りが納骨されてい
ます

食堂　SUMSキッチン

街の真ん中にある普天間飛行場で
ヘリコプターの騒音が絶えず響い
ていました

平和の礎には、沖縄戦犠牲者24万人
余りの名前が刻まれています

は

講師：ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所
小野　一成 氏



 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津センターを拠点に地域とのつながりを広げる取り組み 

コープ自然派京都では「国産オーガニックを増やす」という理念のもと、組合員・生産者・地域をつなぐ活動

を進めています。 

昨年、滋賀県草津市山寺町に草津センターを新設し、滋賀エリアにおける供給体制の充実を図りました。これ

により、多くの皆さまへ安心・安全な商品をお届けするとともに、地域に根差した活動を進める基盤が整いまし

た。また、草津センター開設を機に開催したフェスタでは、多くの組合員や地域の皆さまにご来場いただき、コ

ープ自然派の理念や商品の魅力、生産者の想いを直接お伝えする機会となりました。地域との新たなつながりが

生まれ、協同組合としての役割を改めて実感する取り組みとなりました。 

さらに、地元生産者を応援する取り組みにも力を入れています。生産者との交流や産地情報の発信を通じて、

地域農業の価値や魅力を組合員へ届けるとともに、生産者と消費者が支え合う関係づくりを進めています。 

これからも組合員・生産者・地域をつなぐ活動を大切にしながら、持続可能な地域社会づくりに貢献してまいり

ます。 

賛助会員の

取組 

生活協同組合コープ自然派京都 

日本労働者協同組合センター事業団 

協同労働を地域に伝える 1年に 

私たちは 2026 年度の活動方針として、組合員一人ひとりが主体的に仕事に取り組む、風通しの良い職場づ

くりを推進し、利用者や地域の困りごと・課題と向き合い、「地域にあったらいいな」と思える仕事づくりに挑

戦していきます。 

2025年度は、国際協同組合年（IYC2025）の記念事業として、「医師 中村哲の仕事・働くということ」の

県内連続上映会や、市民・団体向けの集会を開催し、多くの市民の方々と交流し、連帯の輪を広げてきました。 

2026年度は、地域での活動をより推進する事業とし

て、草津市にて協同労働推進事業を受託しました。草津市

内の自治会関係者や市民の皆さんに対し、協同労働を通じ

た市民主体の仕事づくり・まちづくりを普及啓発する取り

組みであり、6月より市内各地で学習会を開始していま

す。 

私たち自身も、市民・当事者という立場を軸に、地域の

皆さんとともに、誰もが暮らしやすい社会を築いていける

よう、一丸となって取り組んでまいります。 

滋賀県で活動する組合員 



 

賛助会員の

取組 

第 100回 通常総代会を迎えて 

立命館生協の 2026年度方針を決める総代会は、記念すべき「第 100回通常総代会」となりました。設立

以来、様々な経緯を経てきましたが、京都・滋賀・大阪・大分と複数の府県に事業所があるのも立命館生協の

大きな特色の一つです。とりわけ滋賀県草津市のびわこ・くさつキャンパス（BKC）は、開学時から生協が営

業を続けてきた店舗が入る建物改装が 2025 年度から始まり、今年度の秋には食堂 2 店舗・ショップ 1店舗

の計 3店舗と建物全体のリニューアルが完了する予定です。2店舗については約 30年ぶりの大規模改装にな

るため、立命館生協としても総額 3億円を投資し、現在のキャンパス事情にフィットした店舗づくりを進めて

います。 

一足早く 2026年 3月にリニューアルオープンした店舗は、「ユニオンプラス」という新名称で営業を開始

しました。名称は組合員からの公募 231 通の中から選ばれ、4 月以降、多くの組合員に利用されています。

秋の全館改装完了を無事に迎え、第 101 回総代会に向けて、組合員の皆さんとともに活動を進めていきたい

と考えています。 

農学部×生協の連携でつくる 「たんぱく食堂」 

龍谷大学生協では、農学部食品栄養学科の「龍谷スポーツ栄養サー

クル」と連携した、期間限定の企画「たんぱく食堂」に取り組んでいま

す。この活動は、学生が日頃の学びを実践に移し、学内の健康づくり

や食育を推進することを目的としています。 

メニューは、スポーツに励む学生だけでなく、運動習慣の少ない学

生や、美容・健康に関心のある層まで幅広く手軽にたんぱく質を摂取

できるよう工夫されているのが特徴です。「鮭・卵・ほうれん草の三色

たんぱく丼」や「たんぱく豆乳担々麺」など、栄養面はもちろん、食べ

応えや美味しさにもこだわった多彩なラインナップが並びます。 

学生の健康的な食生活を支えるだけでなく、学部での専門的な学び

を学内へ還元する、龍谷大学と生協ならではの先進的で温かみのある

食育支援の取り組みです。昨年は瀬田キャンパスのみでの企画でした

が、今年は全キャンパスの食堂で展開をしています。 

 

立命館生活協同組合 

龍谷大学生活協同組合 
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滋賀県連の

報告

　2026年3月25日～27日、滋賀県生協連から2名（う
ち1名 大学生協 学生委員）が「沖縄戦跡・基地めぐり」
に参加しました。
　1日目は、玉木利枝子さん（92歳）から戦争体験を伺
いました。宜野湾での避難生活、砲弾が飛び交う中で
家族と逃げ続けた日々、雨の中で壕（ガマ）に入れず震
えながら夜を明かしたこと。そして兄や家族を失った
悲しみなど。戦争がもたらす惨禍と記憶を語り継ぐこ
との大切さを強く伝えられました。
　2～3日目は、辺野古・瀬嵩の浜、嘉数高台公園、
糸数壕（アブチラガマ）、平和祈念公園、韓国人慰霊塔・

平和の礎、平和祈念資料館、魂魄の塔などの戦跡を巡
りました。また、普天間基地や移転先の辺野古の現状
も学びました。糸数壕では暗闇の中で、当時の過酷な
状況を肌で感じ、普天間・辺野古では本土においては
十分に共有されていない沖縄の現実に触れました。
　今回の参加を通じて、戦争が人間性を奪い、多くの
命と日常を破壊する残酷な行為であることを改めて痛
感しました。戦後80年を迎える今、戦争体験者の声
に耳を傾け、記憶と教訓を次世代へつなぐことの重要
性を再認識する機会となりました。

　消費者ネットしがと滋賀県とともに、消費者月間セ
ミナーを開催しました。スマートフォンに関する意識
調査をもとに、世代ごとの利用実態やメリット・デメ
リット、そして子どもに向き合う大人の視点について
学びました。
　シニア世代では、SNSが「接続できる」から「利用す
る」へと変化し、人とのつながりが広がっています。
一方で、ネット詐欺や悪質な勧誘のターゲットになり
やすいという課題もあり、情報の正確さを見極めるこ
とが重要だと示されました。また、子ども世代はスマー
トフォン所有の低年齢化が進み、SNSが日常生活の中
で「つながり」や「発信」の手段として定着し、AIの利用

も急速に広がってきています。親や大人に求められる
関わり方として、「問いかける」、「共感する」、「受け
入れる」という姿勢が大切であることを学びました。
　SNSは、家族や友人とのコミュニケーション、情報
収集など多様な目的で使われるようになり、複数の
SNSを使い分ける時代になっています。その一方で、
偽情報・誤情報のリスクは全世代に共通する課題です。
AIの普及が急速に進み、知る（データで現状を把握す
る）、活かす（便利さを安心して使う）、守る（リスクを
理解し備える・情報に踊らされない）の三つの視点を
持って、情報に向き合うことの重要性が示されました。

ピースアクション in オキナワ
『第43回 沖縄戦跡 ・ 基地めぐり』に参加しました

５月３０日（土）
２０２６年度 消費者月間セミナ−
「AI時代に考える

スマホの活用について」

　昨年度の滋賀医科大学生協は、食堂ホールの改修が完

了し、通年で通常営業を進められたことが追い風となり、

購買事業も伸長し、全体として予算を上回る黒字決算で

終えることができました。1年を通じてあらためて感じ

るのは、小さな生協でありながらも、組合員一人ひとり

の毎日の継続的なご利用が大きな力となっているという

ことです。

　2026年度は、こうした日々の積み重ねから、着実な

経営を進めていくことを方針としています。昨年から開

始した購買の夜間無人営業については、より利用しやす

くなるよう、試験時期の週末などへの拡大を検討してい

ます。食堂については、運営を業務委託している事業連

合や立命館生協の支援を得ながら、組合員の皆さんの満

足度向上に向け、提供メニューの選択や衛生レベルのさ

らなる向上を目指します。

　医療従事者を目指す学生の皆さん、そして医療に関わ

る研究・教育に携わる教職員組合員のキャンパスライフ

を、今年度も引き続きしっかりと支えてまいります。

　

滋賀医科大学生活協同組合

　滋賀大学生協は、2024年度に大津キャンパスと彦根

キャンパスとが統合しました。統合によって、学生の

日常が大きく変ったわけではありませんが、コロナ禍

以降、学生の生活習慣は大きく変化し、生協を単なる「食

堂」「購買」とだけ認識する層が増えているように感じ

ています。

　学生から「これも生協なの？」の声を耳にすることが

あり、組合員活動への参加機会を広げていく重要性を

改めて実感しています。学生団体の活動支援をはじめ、

「生協なら相談できる」「生協で何かしたい」と思っても

らえるよう、組合員の声に寄り添った運営を進めてま

いります。

　2026年度は、

①生協の認知向上、及び生協へ興味関心を持っても

らえるように努めます。

②健康的で安全・安心な大学生活を支えます。

③組合員の学びやキャリアなど、将来に向かう成長

を支えます。

④組合員に生協を利用してもらい、組合員への還元

をする、利用と還元が循環できる経営構造の構築

　

を目指します。

　また、学内プロジェクトから誕生した滋賀大学オリ

ジナル日本酒「琶ぐくみ」は、学生が田植えから稲刈り

まで携わり、地域農家と北島酒造株式会社（湖南市）の

協力で完成した一本です。ぜひ生協店舗にてお買い求

めください。　　　　　　　　　　　　　　　　　

毎日のご利用から一歩ずつ

組合員さんの生活を支えるために

彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
の
七
夕
祭
り

滋賀大学生活協同組合

魂魄の塔には、糸満市住民や日本兵、
米兵ら3万5千人余りが納骨されてい
ます

食堂　SUMSキッチン

街の真ん中にある普天間飛行場で
ヘリコプターの騒音が絶えず響い
ていました

平和の礎には、沖縄戦犠牲者24万人
余りの名前が刻まれています

は

講師：ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所
小野　一成 氏
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　2026年3月『いま伝えたい平和への想い Ⅵ』を発
刊しました。戦争の悲惨さを次の世代に伝えるた
め、戦後70年にあたる2015年から県内で聞き取
りを重ね、戦争体験者の声をまとめた冊子が6冊目
になりました。従軍看護婦としての活動や、満州
での暮らし、終戦後に国境を越えて帰還された経
験など、懸命に生き抜いてこられた20名の方々の
お話をまとめました。これらの聞き取りを通して、
平和の大切さをあらためて考えるきっかけになり
ました。
　戦争体験者の高齢化が進み、直接お話を伺える
機会が年々少なくなっています。今でなければ聞
くことのできない体験を記録し、次の世代に引き
継ぐため、多くの方から体験談をお寄せいただけ
るよう募集しています。戦争の歴史が遠い過去の
ものとなりつつある今、失われゆく記憶を残すこ
とを目的とした取り組みです。

第１号議案　2025年度活動報告及び決算、
　　　　　　剰余金処分案承認の件
第２号議案　2026年度活動計画及び予算承認の件

第３号議案　役員改選の件

第４号議案　役員報酬決定の件

第３号議案の役員改選は定数内のため、全員無投票

当選となりました。              

第52回通常総会内容

【出席状況】 出席代議員42名

本人出席7名、書面出席35名、委任出席0名、欠席2名

2026年度（第46期）役員名簿

役 職 名 氏 名 所 属

＊印は新任

『いま伝えたい平和への想い Ⅵ』
〜体験者からのメッセージ〜

　大阪府生協連、高知県生協連との共同企画とし
て、輪島市町野町の旧東小学校体育館で炊き出し

（たこ焼きづくり）を実施しました。当日は地域住
民の皆さんや子どもたちと一緒にたこ焼きを焼き
ながら交流を深めることができ、大変喜んでいた
だきました。
　一方、輪島市の被災地では、倒壊家屋の解体が
進み平地がひろがるなど復旧作業が続いています。
通行止めとなっていた道路も徐々に開通し、イン
フラ整備が少しずつ前進していますが、地域の暮
らしが元に戻るにはまだ時間を要する状況です。
　滋賀県生協連として、これからも被災地に寄り
添いながら、息の長い活動をすすめていきます。

5月24日（日）
能登半島震災支援
　　　ボランティア報告

第52回通常総会を開催第52回通常総会を開催    全議案を可決

『いま伝えたい平和への想い Ⅰ～Ⅵ』

会　　長 白石　一夫 生活協同組合コープしが 理事長

副 会 長 池添　達也 滋賀県勤労者共済生協 専務理事

専務理事 森井　徹 滋賀県生協連 専務理事

常務理事 佐藤　由紀 滋賀医科大学生協 理事

常務理事 横井　浩二 滋賀県勤労者住宅生協 常務理事

理　　事 河瀬　文 生活協同組合コープしが 副理事長

理　　事 森　奈緒子 生活協同組合コープしが 常任理事

理　　事 寺田　真 生活協同組合コープしが 常務理事

理　　事 関野　博之生 滋賀大学生協 専務理事

理　　事※ 村上　泰三 滋賀県立大学生協 専務理事

理　　事 陌間　秀幸 滋賀県職員生協 専務理事

理　　事 日永　勇介 グリーンコープしがまる生協 理事

理　　事 福塚　友見 しが健康医療生協 専務理事

理　　事 山下　崇輝 生活クラブ生協 専務理事

監　　事 笠川　英明 生活協同組合コープしが 常勤監事

監　　事※ 西田　貴司 滋賀県職員生協 理事

新任役員　左から村上泰三さん（滋
賀県立大学生協 専務理事）、西田貴
司さん（滋賀県職員生協理事）

退任役員　県連副会長 森井和則さん
（滋賀県立大学生協 専務理事）
他に、監事 金岡英明さん（しが健康
医療生協常務理事）が退任（当日欠席）

（上）左から、司会：河瀬県連理事、議長：コープしが・森田
代議員、来賓挨拶：日本生協連関西地連・村上事務局長、

（下）左から、議案提案：森井県連専務理事、会場発言：滋賀
医科大学・惣司代議員

　6月27日（土）、第52回滋賀県生協連通常総会を開催しました。
当日は台風7号・8号の接近が予想されていたため、多くの代議
員の皆さまには事前に書面議決での参加をお願いし、少数の代議
員のみの開催とする安全に配慮した運営としました。
　審議されたすべての議案は、いずれも賛成多数で可決され、無
事に総会を終了することができました。ご協力いただいた代議員
のみなさま、ならびに関係者の皆さまに心より感謝申し上げます。

滋賀県連の

報告


